
言語文化と日本語教育34号 第34回　日本言語文化学研究会　発表要旨

中国の大学における日本語選択履修生1のBELIEFS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　について

　　　　　　　　　　一日本語選択科目の改善を考える一

李　友敏

1．研究背景

　近年、中国で日本語学習がブームになって、学習

者数の急増に従い、中国での日本語教育も盛んにな

ってきた。中国の高等教育機関2における日本語教

育は、専攻としての日本語教育（以下、専攻H本語

教育とする）と非専攻としての日本語教育（以下、

非専攻日本語教育とする）に大別できる。専攻日本

語教育は学習者数が年々増え、大きな成果をあげた

一方、これまでそれほど重要視されなかった非専攻

日本語教育も注目され始めている。成（2006）によ

ると、非専攻日本語学習者の数が64194人にも達し

ている。中国の大学で非専攻日本語教育を受けてい

る学習者は更に詳しく分けると以下の3種になる。

　第1種は中学校以来日本語を第1外国語として勉

強する学習者である。第2種は日本語を第2外国語

として学習する英語学科の学習者である。これらの

2種の学習者にとって、日本語は必修科目として勉

強されている。

　第3種は日本語を選択科目として履修している学

習者（以下、日本語選択履修生とする）である。中

国の大学において、外国語、経済、法律、心理学、

芸術など多くの選択科目が設けられている。日本語

はそのうちの一つとして、多くの学習者に履修され

るようになってきた。日本語選択履修生にとっては

日本語は自由に選択できる科目である。

　第3種の日本語選択履修生は数が多く、経済、社

会、法律、教育学、数学、化学など様々な領域を専

攻としている。また、履修生の不安定性もよく指摘

されており、途中で放棄してしまう者は少なくない

ようである。にもかかわらず、中国の大学における

日本語選択履修生は急増しつつ、非専攻日本語教育

の今後の主要な対象になっていくと考えられ、無視

してはいけない存在になってきた。また、数多くの

大学で、日本語は選択科目（以下、日本語選択科目

とする）として学習者に履修されるようになったと

いうのは事実である。

　日本語選択科目は1クラスに当たる学習者数が多

く、学習者の専攻や背景も様々である。学習期間か

ら見れば、普通半年くらいで終わるという非常に短

い時間である。担当している教師には若手教師が多

く、日本人教師が配置されていないのが一般的であ

る。また、日本語選択科目に向いている教材は少な

く、しかも学習者の学習目的の多様化に対応できる

とは言い難い。更に、日本語選択科目の科目設置は

単一で、特に専攻日本語教育の科目と比べ、会話、

聴解などの科目は一切ない。カリキュラムの設置も

完備されていないように思われる。

　上述したような特徴を見る限り、日本語選択科目

はまだ様々な問題点を抱えていることが分かる。こ

ういった日本語選択科目に対する早急な改善が望ま

れている。改善する際には、様々な要素を考えなけ

ればならないが、学習者が何を考えているかを知っ

ておくのもその中の一つの要素だといえよう。した

がって、本発表は日本語選択科目の改善の参考資料

を作るため、これまであまり重要視されなかった日

本語選択履修生に注目し、日本語学習についてどん

な考えを持っているか、教師にどんな役割を望んで

いるか、などに関わる日本語選択履修生の考え方

（BELIEFS）を明らかにする。更にこの調査の結果

を元に、日本語選択科目の現状や問題点と照らし合

わせ、どのような改善が必要かを考察していく。

2．先行研究

2．1BELIEFSとは

　学習者が何のために目標言語を勉強しているか、

言語学習をどのように進めればより効率的に習得で

きると思うか、教師に何を期待しているかなどに関

わる考え方のことである（張：2004）。
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2．2BELIEFSに関する研究成果

　Horwitz（1987）は5領域（言語学習の適性／言

語学習の難易度／日本語学習の本質／コミュニケー

ション・ストラテジー／言語学習の動機、計35項

目）からなるBALLI3を作り、成人ESL（英語学

習者）の調査を行った。調査報告の中で、学習者は

言語学習に関して様々なBEL肥FSを持っているこ

と、学習者のBELIEFSを把握することが重要であ

ること、などを指摘している。

　板井（1997では、上海復旦大学日本語科の学生

37名を対象に中国語版BALLIを実施した。その結

果、学習者は理科系が得意な人は外国語が得意で、

中国人は外国語学習に対して適性があると思い、日

本語学習の動機について、「目本語が上手になりた

いという強い動機の他に日本人の友達がほしい、文

化背景を理解したい、話せたら仕事や専門に有利だ

という明確な動機を持っている」と報告している。

　BELIEFS調査の目的は学習者のBELIEFSを知る

ことだけではなく、それに基づいて日本語教育改善

の方向を探ることにあると言えるだろう。学習者の

BELIEFSから日本語教育の改善を考える研究には、

和田（2007）がある。

　和田（2007）は、日本語を勉強しているスリラン

カ大学生86人を対象に、BALLI調査を行った。そ

の結果、スリランカにおける日本語学習者は、コミ

ュニケーション重視の教授法や教室活動、シラバス

を望み、教師依存の傾向が強く、教師に強い信頼と

期待を寄せているということが分かった。更に、こ

の結果を元に、D信頼に足る日本語能力を持った

教師の養成、2）コミュニケーション能力育成に焦

点を置いた教授法導入のための教師研修、3）様々

な日本文化に触れる機会の提供、という3つ日本語

教育への改善策を提案している。

　和田（2007）では、BALLIを通し、学習者の言

語学習に関するBELIEFSを明らかにした。しかも、

BELIEFS調査の結果をある程度日本語教育の改善

に生かしている。本発表では、この研究の考え方に

基づき、中国の大学における日本語選択履修生が日

本語学習に関するBELIEFSを把握することで、今

の日本語選択科目の改善を考察していく。

中国の大学における日本語選択履修生は、日本語学

習に関してどのようなBELIEFSを持っているかを

報告することで、今後の日本語選択科目に対する改

善のための資料を提供することを目的としている。

また、日本語選択履修生のBELIEFSを知り、同時

に日本語選択科目の現状や問題点と照らし合わせる

ことによって、簡単ながらどのような改善が必要で

あるのかを考察していく。

4．調査方法

　BALLIを参考にし、大きく1）言語学習の適性、

2）日本語学習の本質、3）コミュニケーション・ス

トラテジー、4）日本語学習の動機、5）教師の役割、

6）学習者の自律性、7）教材・教授法・カリキュラ

ムの設置、という7領域の中国語版調査紙を使い、

調査を行う。回答方法は、各々の項目に対し、「強

く賛成」から「強く反対」までの5つの選択肢から

学習者自身に最も相応しいものを1つ選択させると

いう形で行った。

5．結果及び考察

　調査した7領域に関してそれぞれの集計結果を

表にした。各々の項目において平均値や標準偏差

（SD）を求めて表に記した。表1から表7までは

平均値の小さい方から大きい方へ配列した。

5．1言語学習の適性

　表1言語学習の適性についてのBELIEFS

　表1から、外国語を勉強するとき、ある人は特

別な才能を持っている（項目1：平均1．87）と認め

ながら、自分の外国語能力について特に強い思い込

みが見られない（項目2：3．22）ことが分かる。

5．2日本語学習の本質

表2　日本語学習の本質についてのBELIEFS
質問項目 駒 SD

1 日欄「る時≒最もいし坊油ま日フ陪ロ

b者から学ぶことだ 乃 Q8z

2 日本語は日本で学習するのが一番㍉も 24 099

3 非母語話者と日本語を話すのは㈱轍も 37 Q困

3．研究目的

　本発表では、これまであまり重要視されなかった

中国の大学における日本語選択履修生に注目したい。

　日本語を学習する時、日本語母語話者から学ぶ

のが一番いい（項目1：2．3）と思う傾向が強いが。

非母語話者との日本語でのコミュニケーションにも
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意味がある（項目3：3．7）と捉えている。これが非

常にポジティブなBELIEFSだといえよう。なぜか

というと、海外の日本語教育は日本国内の日本語教

育と違い、学習者は日本語母語話者に接触する機会

はなかなか見つけにくい状態なので、積極的に周り

の状況を生かして、非母語話者と日本語を交わすこ

とによって、ある程度の練習になれると思われる。

5．3コミュニケーション・ストラテジー

表3コミュニケーション・ストラテジーに
　　　ついてのBELIEFS

質問項目 鞠 SD
1 大量の反復練習δ蟹嵩 1研 α70

2 瀦な藩で日フ儲を言舌す「こと『翻嵩 167 Q71

3 時働勃かってもやさU彊勤ち難U曳型
ﾆ徐々に積み上けヤ学習しn、く方が撮終的コ

ﾀ丈がっくと思う。

L82 α68

4 単語や短いi文を暗言己ザることは重戴嵩 185 α66

5 カセットテーズこよる練謝翻嵩 195 α65

6 初級の段階で誤用が許されるとしたら、後“

ﾉ話すこと力灘しくなる

263 1．16

7 正しく言えるようになるまでは何も言っては回

ﾈ臨

370 11％

　表3から分かるように、履修生は時間がかかっ

てもやさしい文型から難しい文型へと徐々に積み重

ねていくほうが実力がつく（項目3：1．82）と強く

信じ、「大量の反復練習（項目1：1．64）」「単語や短

い文の暗記（項目4：1．85）」「カセットテープでの

練習（項目5：1．95）」は重要だと考えている。また、

正確な発音で日本語を話すことは非常に重要だ（項

目2：L67）と捉え、「初級段階で誤用が許されると

したら、後で日本語を正確に話すことが難しくなる

（項目6：2．63）」についてははっきりした傾向が見

られなかったが、やや賛成よりである。しかし、そ

れは決して正しく言えるようになるまで何も言って

はいけない（項目7：3．7）というわけではない。

5．4日本語学習の動機

　表4　日本語学習の動機についてのBELIEFS

質瀬目 鞠 sD
1 日本語を蠕こ話せるようになりた暁 1．61 α66

2 日本語を学習したら、就職こ有禾1燦 219 Q79

3 日杣の友達醸まし鹿 麗 1餌

4 日梱糊謝たら、専門轍軌 筋 1α1

5 日本語η測哨景癬した臨 291 l！α3

6 日本人とコミュニクーションをずる（刎こ段立免 308 1ρ1

7 日本人をより理解したいので日本語を勉強する、 315 1ρ0

　全体から見れば、「目本語を上手に話せるように

なりたい（項目1：1．61）」と「就職に有利だから

（項目2：2．19）」という2つの動機は明らかである

が、それ以外の動機はばらつきが大きいことが分か

った。履修生は日本語を上手に話せるようになりた

いという強い学習動機を持っている一方、それは必

ずしも日本人をより理解したい（項目7：3．15）か

ら、日本人とコミュニケーションをするのに役立つ

（項目6：3．08）からだというわけではない。

5．5教師の役割

表5教師の役割についてのBELIEFS
質問項目 靭 SD

1 蓼師こ日本語の勉強方法やポイントを教えでまし島 1茄 α61

2
趨弔ご自分の日本語学麟・紺よ点を教え
ﾙしルも

193 α61

3 日本網磁す劉コ畑襲勅泌要破る 2．12 α81

4 教璃こ学習套1睡目灘淀してもらいたレも 305 0の

5 鞍耐　　　　　させ撫伽諏㈱も 350 091

　表5のように、履修生は教師に学習方法（項目

1：1．65）や問題点の指摘（項目2：L93）などの役

割を求め、日本語学習にいい教師が必要だ（項目

3：2．12）と捉えている。一方、項目4と5を見れ

ば分かるように、自分の学習プロセスを管理して学

習を進めることに対して肯定的な見方を持っている。

日本語学習は自分が責任を取るべきだと捉えている。

5．6学習者の自律性

表6学習者の自律性についてのBELIEFS
質問項目 鞠 SD

1 髄・を自分でチェックす礁一番襟港乱 lm Q四

2 はっきりとした目的力瀕Uま上這郭早くな哉 188 α67

3 計画を立てて魍鋤ば日本語の趨ミ早くな嵐 2．00 α65

4 日本語を霧時、蓼師哉膚を求める鋤塀きだ 2Q5 αの

5 教揃り言う通り勉強枷ま上達う卑くなると想う。 ㎜ Q79

6
自分の日聯）どの部分を改善すべきか拗

ﾄいる、
卿 1迫0

　日本語を勉強する時、教師に助言を求めること

が好き（項目4：2．05）で、教師の言う通り勉強す

れば上達が早くなる（項目5：2．33）と信じている

一方、間違いを自分でチェックする時一番学習でき

る（項目1：1．60）と強く賛成していることは注目

すべき点である。ほとんどの履修生は「はっきりし

た目的」や「計画を立てること」の重要性を十分に

認識し、また、自分の日本語学習のどの部分を改善

すべきかわかっている（項目6：2．37）。

5．7教材・教授法・カリキュラムの設置

　履修生にとって、日本語を読んだり書いたりする

授業より、話したり聞いたりする授業が望ましく
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（項目5：2．33）、会話中心のカリキュラムが最もい

表7　教材・教授法・カリキュラムの設置に
　　　ついてのBELIEFS

質問項目 鞠 SD
1 教階まもっとi契生活に迅嘘まうがいもも 167 α60

2 自分がもっと日本語で話した暁 181 Q66

3 教科書以外のものも教えてほしルも L88 α88

4 会話中心のカリキュラムがもっともレ腕 勉 α82

5
日本語を読勺だり書いたりする授業より、日本i。

bしたり聞レ免りする授業が望まし臨
四 o駈

6 撚ず口頭嬢囎ま自獄謝嚇も 蜘 1．10

7 テキストに基或蹟欄斗腕 2、器 α四

8
日本語を上手に話せたり聞けたりするようになる1

ﾍ、今の鷹aナでま十分であゑ

372 Q84

い（項目4：2．22）。しかし、今の授業だけでは、自

分の日本語を上手に話せたり聞けたりするようにな

るには十分（項目8：3．72）ではなく、自分がもっ

と日本語で話したい（項目2：1．81）という強い傾

向が出てきた。一方、教科書がもっと実生活に近い

ほうが有難く（項目1：1．67）、教科書以外のものも

学びたい（項目3：1．88）という強い要望を持って

いる。また、「教科書を使わず口頭だけの練習は自

分に向かない（項目6：2．36、SD（1．10））」につい

てばらつきが見られるが、やや賛成よりという結果

になっている。これに対し、「テキストに基づいた

授業がいい（項目7：2．88）」について、半分近くの

学習者は「どちらでもない」を選んだ。

6．履修生のBELIEFSと日本語選択科目の改善

　中国の大学における日本語選択履修生の

BELIEFSの傾向をまとめると、以下のようになる。

①教師を必要としている一方、主体的学習を望んで

　いる傾向も強かった。また、履修生の学習への自

　律性が非常に高いことが分かった。

②多くの履修生は文型積み上げ型、反復練習型など

　の伝統的な学習方法に慣れているが、コミュニケ

　ーション重視の教授法やカリキュラムを望んでい

　る傾向も強かった。

③教科書はすべてではないが、履修生のよりどころ

　で、彼らを安心させる不可欠な存在になっている。

④日本語は母語話者から学ぶのが一番いいと思う傾

　向が強いが、非母語話者との日本語でのコミュ

　ニケーションにも意味があると捉えている。

　以上のBELIEFSの特徴を元に、今の段階で考え

られる改善案を以下のように挙げてみる。

　1学習者の主体的認識や自律性を生かせる授業

　　の開発

2伝統的な教授法を尊重しながら、コミュニケ

　　ーション重視の教授法の導入

3　日本語を話す場の提供

6．今後の課題

　本発表では、これまであまり重要視されなかった

中国の大学における日本語選択履修生を対象に、

BELIEFS調査を行った。今回の調査はBALLIを使

ってアンケート調査を行った。BALLI調査研究で

必ず問題になるのが、各項目に対する意味解釈が被

調査者によって同じとは限らないという点と、調査

結果に対する考察はあくまでも筆者によって解釈し

ているという点である。より客観的な解釈ができる

ように、アンケート調査の後、フォローインタビュ

ーなどを行う必要がある。これは今後の課題とする。

注

L本発表では、選択科目として中国の大学で日本語を学

　習している学習者を日本語選択履修生と呼ぶ。

2．教育段階別から見れば、2000年代に入り、初等・中等

　教育機関で学習者数が減少しているものの、高等教育

　機関では学習者数の大幅な伸びが見られる。

3．BALLI（Beliefs　About　Language　Learning　lnventories）
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